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 平成 23 年度 

青葉区区民意識調査結果 

 － 概 要 版 － 

 

 
 

青葉区では、平成 23 年度青葉区区政運営方針として 

「住みつづけたいまち『青葉』をめざして「住みつづけたいまち『青葉』をめざして「住みつづけたいまち『青葉』をめざして「住みつづけたいまち『青葉』をめざして」」」」を基本目標に、 

その目標達成に向けた施策として 

１ こどもも大人も安心できるまち 

２ 自然と生活環境の調和がとれたまち 

３ 福祉を充実し、健康づくりを応援するまち 

４ 「住んでよかった」を実感できるまち 

５ 暮らしに潤いのあるまち 

を推進しています。 

平成 23 年度青葉区区民意識調査で得られた回答をもとに、この５つの施策に対する 

区民の皆さまの生活意識や、区政に対する満足度、要望等の集計報告を行います。 

 

 

 

 

調査の目的   青葉区にお住まいの皆さまの生活意識や区政に対する満足度、要望等

を的確に把握し、今後の区政運営に活かしていくことを目的とする。 

調 査 対 象   青葉区内在住の 16 歳以上男女 3,000 名（うち外国人 60 名） 

抽 出 方 法     住民基本台帳及び外国人登録原票からの無作為抽出 

調 査 方 法   郵送によるアンケート方式 

回 答 率   53.5％（有効回答者数 1,605 人） 

調 査 期 間   平成 23 年 6 月 9 日～6月 22 日 

設 問 分 野     生活環境、災害対策、子育て、ヨコハマ３Ｒ夢プラン、健康、地域活動、

行政サービス、広報、駅周辺のまちづくり 等 

図表の見方   図中に示している「N=○○」は、その設問に対しての「回答者数」を意味

する。 

   

平成 23 年度青葉区区民意識調査 調査概要 
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青葉区以外の

横浜市に住み

たい

　　　 3.2%

青葉区内のど

こかに住み続

けたい

　　　 18.7%

今住んでいる

ところに住み

続けたい

      64.4%

無回答

4.9%

横浜市外に住

みたい  8.9%

                            

    

青葉区に住み続けたい青葉区に住み続けたい青葉区に住み続けたい青葉区に住み続けたい    と思っている人がと思っている人がと思っている人がと思っている人が 83.183.183.183.1％％％％（平成（平成（平成（平成 21212121 年度調査に比べ年度調査に比べ年度調査に比べ年度調査に比べ 4.54.54.54.5 ポイント増ポイント増ポイント増ポイント増）））） 

→「今住んでいるところに住み続けたい」が最も高く６割を超えており、 

次いで 「青葉区内のどこかに住み続けたい」が約２割となっている。 

 

                                                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問1×問27（青葉区に住み続けたい）

0.8

1.4

4.7

5.0

7.1

19.2

24.2

28.9

36.2

42.9

47.9

51.1

53.5

68.5

無記入

特に魅力を感じない

福祉ｻｰﾋﾞｽが充実している

歴史、文化的資源が豊富である

地域活動が盛んである

文化の水準が高い

教育の水準が高い

公共交通機関が発達している

整然とした良好なまちなみである

病院、学校、道路などの生活基盤が整っている

田園風景や森林など、農地・自然環境に恵まれている

買い物に不自由しない

都心に近く、通勤・通学などに便利である

街路樹や公園など、整備された緑に囲まれている

0.5

3.1

3.6

4.6

5.1

5.1

5.1

5.6

5.6

6.7

9.2

9.2

9.2

10.8

10.8

13.8

15.4

16.4

16.9

18.5

20.5

20.5

23.1

24.1

無記入

小学校・中学校

病院、診療所

障害者のための施設

公園

緑地（山林や農地など）

地区センター、コミュニティハウス

保育園・幼稚園

高齢者のための施設

交番・警察

ごみのリサイクル・減量化

子どもの遊び場や子育て支援のための施設

特にない

交通手段（電車）

就労場所

交通手段（バス）

スポーツ施設

道路（道幅、渋滞など）

駅の駐車場

日用品の店（商店街）

駅への送迎のための駐車場所

ショッピングセンター・スーパー

図書館

駅の駐輪場

N=1,605 

「「「「青葉区青葉区青葉区青葉区に住み続けたい」に住み続けたい」に住み続けたい」に住み続けたい」    

青葉区の魅力として「街路樹や公園など、整備され

た緑に囲まれている」が最も多くなっている。 

「青葉区外「青葉区外「青葉区外「青葉区外に住みたい」に住みたい」に住みたい」に住みたい」 

青葉区で不足・不便なこととして「駅の駐輪場」・

「図書館」が多くなっている。 

青
葉
区
に
住
み
続
け
た
い

回
答
者
が
思
う
青
葉
区
の

魅
力
 

青
葉
区
外
に
住
み
た
い
回
答
者
が
思
う
青
葉
区
で
の
不
足
・
不
便
 

基本目標基本目標基本目標基本目標        住みつづけたいまち「青葉」をめざして住みつづけたいまち「青葉」をめざして住みつづけたいまち「青葉」をめざして住みつづけたいまち「青葉」をめざして 

N=1,333 

N=195 

（％） 

（％） 
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身近な住環境について、心配なこと身近な住環境について、心配なこと身近な住環境について、心配なこと身近な住環境について、心配なこと    

→「地震」が最も多く、平成 23 年３月に起きた東日本大震災の影響が     

大きいと思われる。 

次いで「犯罪、治安」、「路上駐車」、「敷地の造成に伴う緑地の減少」 

となっている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜＜＜＜    参考参考参考参考        平成平成平成平成 22222222 年度調査結果年度調査結果年度調査結果年度調査結果との比較との比較との比較との比較    ＞＞＞＞    

平成 22 年度調査結果と比較すると「地震」のポイントが大きく増えている。 

 

2.9

2.4

2.7

3.9

4.0

7.5

8.0

8.0

10.0

10.0

13.8

13.8

14.3

16.1

22.0

22.4

24.7

39.5

無回答

自動車の不法投棄

建物の用途（店舗、倉庫、工場など）の混在

建築工事の騒音

河川・水路のはん濫（風水害）

高層建築物（日照や眺めなど）

自転車の違法駐輪

河川の汚れや臭い

まちなみを乱す建物、広告物など

敷地の細分化

自動車の騒音

特に心配なことはない

火災

その他ごみの不法投棄

敷地の造成に伴う緑地の減少

路上駐車

犯罪、治安

地震

(％)

身近な住環境で心配なこと 

28.8

26.5

24.9

24.0

20.0

14.4

11.4

11.4

11.2

10.4

7.0

6.7

4.1

3.2

3.1

2.8

5.9

12.7

3.7

0 10 20 30 40

犯罪、治安

地震

敷地の造成にともなう緑地の減少

路上駐車

その他ごみの不法投棄

自動車の騒音

まちなみを乱す建物、広告物など

火災

敷地の細分化

自転車の違法駐輪

河川の汚れや臭い

高層建築物（日照や眺めなど）

建築工事の騒音

建物の用途（店舗、倉庫、工場など）の混在

自動車の不法投棄

河川・水路のはん濫（風水害）

その他

特に心配なことはない

無回答

<MA>

N=1,467

（％）



 5 

 

    

首都圏で平日首都圏で平日首都圏で平日首都圏で平日の昼間に大地震が起きた場合、特に不安に思うことの昼間に大地震が起きた場合、特に不安に思うことの昼間に大地震が起きた場合、特に不安に思うことの昼間に大地震が起きた場合、特に不安に思うこと                              

→「家族の安否確認手段」が最も多く、次いで「停電・断水、電話の不通」、

「家族や自分の帰宅困難」、「食料･水の確保」の順に上位を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭で行っている災害対策家庭で行っている災害対策家庭で行っている災害対策家庭で行っている災害対策  

→「非常持ち出し品の用意」が最も多く、次いで「家具の固定・転倒防止」、 

「家族の集合場所を決めている」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

0.5

0.8

2.1

7.8

12.1

12.6

21.9

28.2

28.7

35.2

46.6

53.4

63.3

無回答

特に不安を感じることはない

地盤の液状化現象

家具の転倒

避難場所に関すること

病気や怪我等の医療体制

火災の発生

正確な情報の入手

建物の倒壊

食料･水の確保

家族や自分の帰宅困難

停電・断水、電話の不通

家族の安否確認手段

(％)

平日の昼間に大地震が起きたときに不安に思うこと 

1.6

3.7

5.5

6.0

6.8

7.9

8.5

8.7

15.0

18.3

26.0

26.5

43.7

57.6

無回答

横浜市防災情報Eメール配信サービスの登録

通勤･通学途中の避難場所の確認

ガラスの飛散防止

近所での協力関係を作っている

建物の耐震診断や耐震補強

幼稚園や小学校と児童の引き取り方法を決めている

地域の防災訓練への参加

特に災害対策はしていない

家族間の連絡方法を決めている

地域防災拠点（近隣の小中学校）の確認 

家族の集合場所を決めている

家具の固定・転倒防止

非常持ち出し品の用意

(％)

家庭で行っている災害対策 

N=1,605 

N=1,605 

１１１１    こどもも大人も安心できるまちこどもも大人も安心できるまちこどもも大人も安心できるまちこどもも大人も安心できるまち    

（％） 

（％） 
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問6

無回答
0.6%

知っているが、
住宅には設置
されていない

19.8%

知っており、住宅
にも設置されている

 66.0%

知らないが設置
されている

8.8%

知らなくて設置
されていない

 4.9%

    平成平成平成平成 23232323 年年年年５月５月５月５月 31313131 日までに日までに日までに日までに火災を自動で感知する住宅用火災警報器または、火災を自動で感知する住宅用火災警報器または、火災を自動で感知する住宅用火災警報器または、火災を自動で感知する住宅用火災警報器または、    

自動火災報知設備の設置自動火災報知設備の設置自動火災報知設備の設置自動火災報知設備の設置がすべての住宅にがすべての住宅にがすべての住宅にがすべての住宅に義務義務義務義務付けられたこと付けられたこと付けられたこと付けられたことについてについてについてについて                  

→設置の義務化について『知っている』と回答者したのは９割近くなっている。 

また『設置されている』と回答したのは８割近くである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 23年 6 月より、寝室・台所・階段（寝室が 2階の場合）に、 

住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『設置されている』

は約８割 

『知っている』 

は約９割 

住宅用火災警報器等の設置の義務化について 
N=1,605 

青葉区マスコット「なしかちゃん」 



 7 

6.6

11.9

3.2

3.2

4.5

7.2

8.0

13.8

17.0

20.7

21.0

25.2

25.5

57.6

無回答

特にない

子どものことを相談できる人がいないこと

子育て関連の情報が少ないこと

学校と地域の交流が少ないこと

子ども連れで利用できる施設が少ないこと

保育園や幼稚園などの施設が少ないこと

子どもを気軽に預けられるところが少ないこと

社会体験の機会が少ないこと

近所で子どもが安心して遊んだり、運動できる場所が少ないこと

いじめなどの学校での人間関係

進路について

登下校時の安全

学校や塾の費用などの教育費の負担が大きいこと

子育てについて、不安もしくは不満と思うこと子育てについて、不安もしくは不満と思うこと子育てについて、不安もしくは不満と思うこと子育てについて、不安もしくは不満と思うこと            

→同居家族に乳幼児・未就学児がいる家庭と同居家族に小学生～高校生がいる家

庭において「学校や塾の費用などの教育費の負担が大きいこと」が共通して最

も多くなっている。 

乳幼児・未就学児がいる家庭では「子どもを気軽に預けられるところが少な

いこと」が続いていて、小学生～高校生がいる家庭では「登下校時の安全」が

続いている。 

 

 

 

3.9

5.6

3.9

7.8

9.5

9.5

11.7

19.0

27.4

27.9

28.5

29.6

45.3

58.1

無回答

特にない

学校と地域の交流が少ないこと

子どものことを相談できる人がいないこと

社会体験の機会が少ないこと

子育て関連の情報が少ないこと

進路について

いじめなどの学校での人間関係

保育園や幼稚園などの施設が少ないこと

子ども連れで利用できる施設が少ないこと

近所で子どもが安心して遊んだり、運動できる場所が少ないこと

登下校時の安全

子どもを気軽に預けられるところが少ないこと

学校や塾の費用などの教育費の負担が大きいこと

N=180 

同居家族に乳幼児・未就学児がいる家庭の子育てについての不安、不満 
（％） 

N=377 

同居家族に小学校～高校生がいる家庭の子育てについての不安、不満 

（％） 
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家族に小学生以下の子どもがいて、日中、在宅で子育てをしている家庭が 

充実してほしいこと       

→「買い物や会合への出席などの際、一時的に子どもを預かってくれる施設」が 

も多く、次いで「手当てなどの経済的な支援」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域子育て支援拠点「ラフール」がオープンしました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居家族に小学生以下の子どもがいる家庭が望む子育て家庭への支援 

（％） 

N=355

20.0

2.3

4.2

7.0

7.3

7.9

9.9

16.1

17.7

22.8

無回答

特に必要な支援はない

子育て情報の収集ができる場所

夕方まで預かってくれる幼稚園

子ども連れでも安心して利用できる交通機関や道路

就園前の乳幼児(年少クラスに入る前の児童)を預かってくれる幼稚園

子育ての相談ができる場所

親子で遊べる、学べる場所、公園

手当などの経済的な支援

買い物や会合への出席などの際、一時的に子どもを預かってくれる施設

地域子育て支援拠点「ラフール」では 

・就学前のこども・妊娠中の人とその家族が気軽に立ち寄って過ごせる「みんなの広場」 

・子育て相談 

・子育て情報の収集・発信 

・子育てネットワークづくり支援 

・子育て支援を行う人材育成 

などの活動を中心に、青葉区の子育てを支えます！ 

 

【開所曜日】火～土曜日  

【開所時間】午前９時～午後５時  

       「みんなの広場」午前 10 時～午後４時 

【所在地】青葉台一丁目四番地 

       青葉台消防出張所複合施設６階  
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問9 無回答
1.7%

わからない
21.9%

ない
11.0%

ある
65.4%

問10

知っている
28.3%

知らない
64.7%

無回答
2.3%

 

    

    

青葉区産の農産物青葉区産の農産物青葉区産の農産物青葉区産の農産物の購入経験の購入経験の購入経験の購入経験の有無の有無の有無の有無 

→「ある」が７割近くになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                    

 

「ヨコハマ「ヨコハマ「ヨコハマ「ヨコハマ３Ｒ夢３Ｒ夢３Ｒ夢３Ｒ夢
ス リ ム

」」」」プランプランプランプランについてについてについてについて    

→「知らない」が６割を超えている。 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

問13

1.9

3.1

5.6

6.4

13.3

21.3

36.1

47.7

53.0

58.3

66.2

無回答

何もしていない

生ごみのたい肥化を行っている

量り売りで必要な量だけ購入している

マイ箸を使用している

リサイクル用品の提供や購入を行なっている

マイボトルを使用している

過剰包装を断っている

食べ残しをしない

マイバッグを使用している

詰替え商品を購入している

青葉区産の農産物を買った場所 

「ヨコハマ３Ｒ夢（スリム）」プラン 

について 

２２２２    自然と生活環境の調和がとれたまち自然と生活環境の調和がとれたまち自然と生活環境の調和がとれたまち自然と生活環境の調和がとれたまち    

ごみと資源を削減するために行っている方法 

 

→「詰め替え商品を購入している」が最も多く、

次いで「マイバッグを使用している」、 

「食べ残しをしない」が続いている。 

 

N=1,605 

N=1,605 

N=1,605 

→「直売所」が最も多く、次いで「スーパ

ーマーケット」となっている。 

 

0.1

2.6

8.3

33.7

71.2

44.7

無回答

宅配・通販

八百屋

農協

スーパーマーケット

直売所

N=1,049 

（％） 

（％） 

横浜市では、平成 21 年度を基準に、ごみと資源の総排出

量を 25 年度に３％以上、37年度に 10％以上の削減、さら

に、ごみ処理に伴う温室効果ガスの排出量を 25年度に

15％以上、37年度に 50％以上を削減する「ヨコハマ３Ｒ

夢（スリム）」プランを策定しました。「ヨコハマ３Ｒ

夢」プランでは、家庭から出されるごみと資源物全体の削

減を目指しています。 
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健康づくりのために取り組んでいること健康づくりのために取り組んでいること健康づくりのために取り組んでいること健康づくりのために取り組んでいること    

→「バランスの良い食事」が最も多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市の横浜市の横浜市の横浜市の 40404040 歳、歳、歳、歳、50505050 歳、歳、歳、歳、60606060 歳、歳、歳、歳、70707070 歳を対象とした歯周疾患検診歳を対象とした歯周疾患検診歳を対象とした歯周疾患検診歳を対象とした歯周疾患検診についてについてについてについて  

→「知らない」が９割以上となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.8

5.5

6.0

10.3

12.7

13.6

14.3

22.1

29.3

30.3

36.9

40.8

48.2

62.9

無回答

テレビ・ビデオ体操をする

何もしていない

万歩計をつけている

スポーツジムの利用

※禁酒

健康に関する情報の積極的な収集

※過度な飲酒を控えている（日本酒１合、ビール大瓶1本程度）

体重や血圧の日常的なチェック

※禁煙

適度な運動（ジョギング、ウォーキングなど）

充分な休養や睡眠の確保

健康診断の定期的な受診

バランスの良い食事

(％)
健康づくりのために取り組んでいること 

（％） 

横浜市の歯周疾患検診について 

３３３３    福祉を充実し、健康づくりを応援するまち福祉を充実し、健康づくりを応援するまち福祉を充実し、健康づくりを応援するまち福祉を充実し、健康づくりを応援するまち    

※印の項目は 20 歳以上のみ  

N=1,605 

N=1,605 

無回答  2.2％

利用した  0.4％

知らない  90.9％

知っている  6.4％
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大腸がん、子大腸がん、子大腸がん、子大腸がん、子宮がん、乳がん検診の情報を宮がん、乳がん検診の情報を宮がん、乳がん検診の情報を宮がん、乳がん検診の情報を得ている場所得ている場所得ている場所得ている場所 

→「市・区の広報」と「得ていない」が上位を占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

1111 年以内に大腸がん検診を受け年以内に大腸がん検診を受け年以内に大腸がん検診を受け年以内に大腸がん検診を受けたかどうかたかどうかたかどうかたかどうか                        

→大腸がん検診対象者である 40代以上の男女の回答者では、大腸がん検診を受けた

のは３割弱となっている。受けた理由は「検診のメニューにあったから（職場、

人間ドック、横浜市など）」が最も多く、受けていない理由では「症状がないか

ら」が最も多くなっている。 

 

 

 

3.6

5.5

7.0

7.6

10.3

14.8

19.2

29.9

31.0

無回答

市・区のホームページ

家族

友人・知人

インターネット

職場・配偶者の職場

病院・診療所

得ていない

市・区の広報

問 19 がん検診の情報を得る場所 
（％） 

N=1,605 

問21　大腸がん　受診率

受けた

25.5%

受けなかった

36.4%

無回答

46.2%

問21 大腸ガン

2.5%

2.9%

2.8%

5.0%

6.6%

16.5%

0.3%

2.1%

8.9%

14.1%

46.2%
無回答

検診を受けることが不安だから

料金の補助がないから

関心がないから

検診の受け方がわからないから

忙しかったから

症状がないから

＜受けていない理由＞

身近な人ががんになったから

症状があったから

自分自身の健康管理のため

検診のメニューにあったから（職場、人間ドック、横浜市など）

＜受けた理由＞

　　　　　　　　　　　　検診のメニューにあったから

　　　　　　　　　　　（職場、人間ドック、横浜市など）

大腸がん検診を受けた理由、受けなかった理由 検診受診率（40 代以上 男女） 

N=1,119 

大腸がん検診の受診率 

（40 代以上 男女） 

がん検診は定期的に受けることをおすすめします。がん検診は福祉保健センター、

各種医療機関、職場の健康診断などで受けることができます。 

横浜市のがん検診は職場等で受ける機会がない方で、大腸がん（横浜市のがん検診は職場等で受ける機会がない方で、大腸がん（横浜市のがん検診は職場等で受ける機会がない方で、大腸がん（横浜市のがん検診は職場等で受ける機会がない方で、大腸がん（40404040 歳以上）は年歳以上）は年歳以上）は年歳以上）は年

に１回、子宮がん（に１回、子宮がん（に１回、子宮がん（に１回、子宮がん（20202020 歳以上）と乳がん（歳以上）と乳がん（歳以上）と乳がん（歳以上）と乳がん（40404040 歳以上）は２年に１回受けることがで歳以上）は２年に１回受けることがで歳以上）は２年に１回受けることがで歳以上）は２年に１回受けることがで

きます。きます。きます。きます。    

料金等はそれぞれ異なりますので、横浜市のがん検診を受ける方は「横浜市・青葉

区のホームページ」「福祉保健センターからのお知らせ」をご覧ください。 
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問21　乳ガン（40代以上）

42.1%

0.6%

1.6%

1.8%

2.6%

7.7%

11.0%

2.1%

3.5%

15.3%

21.9%

無回答

関心がないから

検診を受けることが不安だから

料金の補助がないから

検診の受け方がわからないから

忙しかったから

症状がないから

＜受けていない理由＞

身近な人ががんになったから

症状があったから

自分自身の健康管理のため

検診のメニューにあったから（職場、人間ドック、横浜市など）

＜受けた理由＞

　　　　　　　　　　　　検診のメニューにあったから

　　　　　　　　　　　（職場、人間ドック、横浜市など）

２２２２年以内に子年以内に子年以内に子年以内に子宮がん検診を受け宮がん検診を受け宮がん検診を受け宮がん検診を受けたかどうかたかどうかたかどうかたかどうか  

→子宮がん検診対象者である 20代以上の女性の回答者では、子宮がん検診を受け

たのは約４割となっている。受けた理由は「検診のメニューにあったから（職

場、人間ドック、横浜市など）」が最も多く、受けていない理由では「症状が

ないから」が最も多くなっている。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

２２２２年以内に年以内に年以内に年以内に乳乳乳乳がん検診を受けがん検診を受けがん検診を受けがん検診を受けたかどうかたかどうかたかどうかたかどうか  

→乳がん検診対象者である 40代以上の女性の回答者では、乳がん検診を受けたの

は４割を超えている。受けた理由は「検診のメニューにあったから（職場、人

間ドック、横浜市など）」が最も多く、受けていない理由では「症状がないか

ら」が最も多い。 

    

    

    

    

    

    

    

    

 

    

    

    

    

問21　乳ガン　受診率(40代以上)

無回答

42.1%

受けなかった

25.2%

受けた

42.7%

問21　子宮がん　受診率（20代以上女性）

無回答　37.0%

受けなかった　 32.3%

受けた　40.6%

N=627 

N=864 

乳がん検診の受診率 

（40 代以上 女性） 

問21　子宮がん　20代以上　女性

37.0%

1.7%

2.3%

2.3%

3.7%

9.0%

10.8%

1.0%

1.9%

15.4%

17.6%

無回答

関心がないから

検診を受けることが不安だから

料金の補助がないから

検診の受け方がわからないから

忙しかったから

症状がないから

＜受けていない理由＞

身近な人ががんになったから

症状があったから

自分自身の健康管理のため

検診のメニューにあったから（職場、人間ドック、横浜市など）

＜受けた理由＞

　　　　　　　　　　　　検診のメニューにあったから

　　　　　　　　　　　（職場、人間ドック、横浜市など）

子宮がん検診を受けた理由、受けなかった理由 検診受診率（20 代以上 女性） 

子宮がん検診の受診率 

（20 代以上 女性） 

乳がん検診を受けた理由、受けなかった理由 検診受診率（40 代以上 女性） 
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11.8

2.9

3.4

3.7

4.1

4.5

5.0

5.4

5.5

5.5

5.7

8.2

8.2

9.0

9.8

11.2

11.5

13.6

14.3

15.0

15.9

17.1

18.1

21.1

30.3

38.4

無回答

障害者の就労支援の不足

発達障害児・者への支援の不足

住宅の建て替えの増加

障害者の高齢化・重度化

青少年の非行

不登校、ひきこもりの増加

認知症者に対する理解の不足

子ども・高齢者・障害者などの身近な相談の窓口の不足

障害者に対する理解不足

地域活動をする場所の不足

高齢者や障害者の外出困難

家庭・地域の子育て機能の低下

ニートとなる青少年の増加

子どもの減少による地域活力の低下

地域に関する情報の不足

身近な健康づくりの場の不足

地域にあるボランティア団体や活動団体の情報不足

犯罪の増加・治安の悪化

バスの便の減少

段差解消などバリアフリーの不足

子どもたちの将来への不安

子どもが安心して遊ぶ場の不足

災害に対する備えの不足

高齢化による介護問題の深刻化

近隣の人とのつきあいの希薄化

(％)

    

    

    

地域地域地域地域にあると思うにあると思うにあると思うにあると思う課題や問題課題や問題課題や問題課題や問題 
→「近隣の人とのつきあいの希薄化」が最も多く、次いで「高齢化による介護問題

の深刻化」、「災害に対する備えの不足」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代年代年代年代別別別別    地域の現在の課題や問題地域の現在の課題や問題地域の現在の課題や問題地域の現在の課題や問題    

年代別でも「近隣の人とのつきあいの希薄化」が共通して最も多くなっているが、２番目、３番目に

多いものを比べると、各年代ともそれぞれ直面していることが異なっている様子がある。 

 

 

 

 

 

 

 

地域の現在の課題や問題 

４４４４    「住んでよかった」を実感できるまち「住んでよかった」を実感できるまち「住んでよかった」を実感できるまち「住んでよかった」を実感できるまち    

N=1,605 

全
体

（

人）

1
0
代

2
0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代

7
0
歳

以
上

無
回
答

全　　体（人） 1605 53 142 260 373 248 283 215 31

近隣の人とのつきあいの希薄化 617 32.1 47.9 39.2 31.4 41.9 43.1 36.7 25.8

子どもが安心して遊ぶ場の不足 290 20.8 21.8 30.4 22.5 14.9 9.5 8.4 9.7

子どもたちの将来への不安（進学、就職、友だちづきあい、結婚など） 274 18.9 18.3 16.2 26.8 16.1 11.3 10.2 6.5

高齢化による介護問題の深刻化 486 1.9 14.1 15.8 26.8 39.1 41.3 47.0 29.0

地域にあるボランティア団体や活動団体の情報不足 218 9.4 14.8 8.8 11.3 15.7 17.3 15.8 16.1

災害に対する備えの不足 339 9.4 29.6 20.4 27.6 27.4 14.1 10.2 19.4

バスの便の減少 240 22.6 20.4 17.3 13.4 12.1 11.3 17.2 16.1

無回答 190 11.3 7.7 10.4 10.2 11.3 12.0 17.2 29.0

（％） 
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問25

5.4

1.8

10.4

11.5

14.6

16.4

17.6

32.2

32.8

41.7

無回答

どれも必要だと思わない

地域の企業や団体に地域活動への参加を呼びかけること

ボランティア団体やＮＰＯ法人の活動を充実すること

分からない

区役所・地域ケアプラザ・社会福祉協議会が地域活動への
支援を行うこと

地域活動を担うリーダーや次世代の担い手を育成すること

地域活動に関する具体的な情報を広く紹介すること

自治会や町内会が中心となって交流活動を進めること

自ら進んで住民同士の交流を持つようにこころがけること

区役所・地域ケアプラザ・社会福祉協議会が
地域活動への支援を行うこと

問26

3.0

0.6

1.4

2.1

2.2

2.4

4.9

5.9

14.0

53.6

86.9

無回答

社会福祉協議会の職員

民生委員

自治会・町内会の人

地域ケアプラザの職員

相談したいが相談できる相手がいない

相談したいがどこに相談したら良いか分からない

区役所の職員

近所の人

友人

家族・親戚

地域住民同士の協力関係を活性化するために必要なこと地域住民同士の協力関係を活性化するために必要なこと地域住民同士の協力関係を活性化するために必要なこと地域住民同士の協力関係を活性化するために必要なこと 

→「自ら進んで住民同士の交流を持つようにこころがけること」が最も多く、 

次いで「自治会や町内会が中心となって交流活動を進めること」、 

「地域活動に関する具体的な情報を広く紹介すること」となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

日常生活日常生活日常生活日常生活で、困ったときにで、困ったときにで、困ったときにで、困ったときに相談相談相談相談する相手する相手する相手する相手    

→「家族・親戚」が最も多く８割を超えている。 

次いで「友人」が５割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

地域住民同士の協力関係を活性化するために必要なこと 

困ったときに相談する相手 

N=1,605 

N=1,605 

（％） 

（％） 
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問33

聴いたことが

ある

6.7%

聴いたことが

ない

89.2%

無回答

4.1%

問32

見たことがある

2.7%

見たことがない

89.6%

無回答

7.7%

広報よこはま青葉区版を広報よこはま青葉区版を広報よこはま青葉区版を広報よこはま青葉区版を読む読む読む読む頻度頻度頻度頻度 

→「興味のあるときだけ読む」が最も高く約４割、「毎月読む」と合わせると

７割を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

青葉区広報テレビ番組「あおバリューＴＶ青葉区広報テレビ番組「あおバリューＴＶ青葉区広報テレビ番組「あおバリューＴＶ青葉区広報テレビ番組「あおバリューＴＶ    from from from from 丘の横浜」丘の横浜」丘の横浜」丘の横浜」についてについてについてについて                  

→「見たことがない」が全体の約９割になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティＦＭラジオ「ＦＭサルース（コミュニティＦＭラジオ「ＦＭサルース（コミュニティＦＭラジオ「ＦＭサルース（コミュニティＦＭラジオ「ＦＭサルース（84.1MHz84.1MHz84.1MHz84.1MHz）」で発信している）」で発信している）」で発信している）」で発信している    

青葉区からの行政情報（青葉区からのお知らせ）青葉区からの行政情報（青葉区からのお知らせ）青葉区からの行政情報（青葉区からのお知らせ）青葉区からの行政情報（青葉区からのお知らせ）についてについてについてについて                  

→「聴いたことがない」が全体の約９割になっている。 

 

毎月読む

33.5%

ほとんど読まない

27.5%

無回答

1.1%

興味のあるときだけ読む

　　　37.9%

 広報よこはま青葉区版を読む頻度 年代年代年代年代別別別別    広報よこはま青葉区版を読む頻度広報よこはま青葉区版を読む頻度広報よこはま青葉区版を読む頻度広報よこはま青葉区版を読む頻度    

「毎月読む」のは 30 代と 60 代、70 歳以上が最も

多くなっている。「毎月読む」30 代の内訳は性別

では８割近くが女性、家族構成別では「親と子

（２世代）」家庭が８割近くになっている。 

年代年代年代年代別別別別        

「あおバリューＴＶ「あおバリューＴＶ「あおバリューＴＶ「あおバリューＴＶ    from from from from 丘の横浜」の視聴者丘の横浜」の視聴者丘の横浜」の視聴者丘の横浜」の視聴者    

60 代が最も多く、10 代が最も少なくなっている。 

年代別年代別年代別年代別        

「ＦＭサルース（「ＦＭサルース（「ＦＭサルース（「ＦＭサルース（84.1MHz84.1MHz84.1MHz84.1MHz）」の聴取）」の聴取）」の聴取）」の聴取者者者者    

40 代が最も多く、10 代と 70 代が最も少なくなって

いる。 

N=1,605 

N=1,605 

N=1,605 

10代

4.7%

40代

16.3%

50代

20.9%

60代

25.6%

無回答

0.0%

30代

14.0%

20代

0.0%70歳以上

18.6%

30代

16.7%

40代

28.7%

50代

17.6%

60代

18.5%

無回答

3.7%
70歳以上

7.4%

10代

0.0%

20代

7.4%

全
　
　
　
体

（

人）

1
0
代

2
0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代

7
0
歳
以
上

無
回
答

全　　体（人） 1605 53 142 260 373 248 283 215 31

毎月読む 538 5.7 5.6 35.8 34.0 27.8 41.7 51.2 32.3

興味のあるときだけ読む 609 24.5 24.6 32.3 41.0 49.6 41.3 32.1 48.4

ほとんど読まない 441 66.0 69.7 30.8 24.9 21.8 16.6 13.0 16.1

無回答 17 3.8 0.0 1.2 0.0 0.8 0.4 3.7 3.2

（％） 

N=43 

N=108 
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8.1

10.8

15.8

7.0

4.5

7.6

7.4

5.4

15.3

19.5

24.9

17.4

14.0

15.5

15.9

15.3

30.3

30.5

32.2

52.5

41.4

50.5

44.5

54.1

26.0

22.6

13.8

6.2

22.4

5.9

14.3

9.3

13.3

8.7

4.7

8.5

4.8

7.0

8.0

8.8

14.1

9.3

18.7

13.1

13.4

3.0

2.0

2.6

日用品の店

飲食店

個性的な店や魅力的な店

高齢者福祉施設

病院・診療所

保育園や子育て支援施設

地区センターなどの公共施設

案内板やサイン

　

不

満

　

や

や

不

満

　

無

回

答

　

や

や

満

足

　

満

足

(％）

　

普

通

（

ど

ち

ら

で

も

　

な

い）

5.4

7.4

7.0

18.8

26.9

8.2

12.3

14.1

9.7

22.1

23.5

10.2

50.2

45.1

36.6

33.8

26.6

28.5

15.2

14.3

21.1

23.6

7.5

16.1

11.5

11.5

9.7

16.0

11.7

7.3

5.7

0.0

5.5

4.0

3.9

0.0

防犯や交通安全の対策

駅周辺のバリアフリー化

駅へのアクセス（歩行者空間や歩道橋、横断歩道等）

駐輪場の位置や量

送迎用の駐停車スペース

バス・タクシーの利用

(％）

　

不

満

　

や

や

不

満

　

無

回

答

　

や

や

満

足

　

満

足

　

普

通

（

ど

ち

ら

で

も

　

な

い）

 

最寄り駅周辺への評価最寄り駅周辺への評価最寄り駅周辺への評価最寄り駅周辺への評価 

→満足度が高いのは「駅へのアクセス」、「日用品の店」、「自然環境」、 

不満度が高いのは「送迎用の駐停車スペース」、「個性的な店や魅力的な店」、

「まちなかで座れる場所や落ち着ける場所」である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５５５    暮らしに潤いのあるまち暮らしに潤いのあるまち暮らしに潤いのあるまち暮らしに潤いのあるまち    

N=1,605 交通や安全性の満足度交通や安全性の満足度交通や安全性の満足度交通や安全性の満足度    

    「駅へのアクセス（歩行者空間や歩道橋、横断歩道等）」への満足度が高く、 

「送迎用の駐停車スペース」の不満度が高い。    

施設利用の満足度施設利用の満足度施設利用の満足度施設利用の満足度    

    「日用品の店」への満足度が高く、「個性的な店や魅力的な店」への不満が高い。    

満足度が高め 

不満度が高め 

満足度が高め 

不満度が高め 
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3.6

3.7

11.6

8.2

3.2

6.0

7.6

9.8

10.7

31.3

24.5

11.0

19.8

21.1

28.0

34.9

33.3

30.7

44.7

47.5

50.6

35.3

31.8

13.3

22.1

25.2

13.1

9.4

16.7

11.4

6.9

7.2

6.6

7.5

7.5

7.7

8.7

9.3

8.9

3.1

4.2

2.4

自然環境（緑（街路樹を含む）や農地、河川など）

まちなみ（建物の高さ、規模、色彩、広告物など）

まちなかで座れる場所や落ち着ける場所

まちなかで楽しく散歩できる場所

安全・安心に利用できる環境

まちの個性（まちのシンボルや分かりやすさ）

伝統行事や地域のまつり

(％）

　

不

満

　

や

や

不

満

　

無

回

答

　

や

や

満

足

　

満

足

　

普

通

（

ど

ち

ら

で

も

　

な

い）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うるおいや居心地の満足度うるおいや居心地の満足度うるおいや居心地の満足度うるおいや居心地の満足度    

「自然環境（緑（街路樹を含む）や農地、河川など）」が高く、 

「まちなかで座れる場所や落ち着ける場所」への不満が高い。   

    

満足度が高め 

不満度が高め 
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平成 23 年度区民意識調査にご協力くださいました皆さま、どうもありがとうございました。 
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青葉区ホームページ 

平成 23 年度区政運営方針 web サイト 
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青葉区区民意識調査 web サイト    
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青葉区のシンボルマーク「丘の横浜」青葉区のシンボルマーク「丘の横浜」青葉区のシンボルマーク「丘の横浜」青葉区のシンボルマーク「丘の横浜」    


